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リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は

ご
み
に
出
さ
な
い
で
！

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い

る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
（
＝
写
真
）
な
ど
の

小
型
充
電
式
電
池
は
、
回
収
・
再
資

源
化
す
る
こ
と
が
製
造
業
者
な
ど
に

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は

収
集
・
処
理
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
家

電
量
販
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
な
ど
が

内
蔵
さ
れ
て
い
る
製
品
を
ご
み
に
出

す
場
合
も
、必
ず
電
池
を
取
り
外
し
、

適
切
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
、
外
部
か

ら
強
い
衝
撃
が
加
わ
る
と
発
火
す
る

性
質
が
あ
り
ま
す
。
環
境
衛
生
セ
ン

タ
ー
甘
南
備
園
で
は
、
ご
み
を
圧
縮

し
た
り
細
か
く
砕
い
た
り
す
る
た

め
、
ご
み
に
混
入
し
た
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
が
原
因
と
な
る
火
災
が
、

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
万
一
大
き

な
火
災
が
発
生
す
る
と
、
施
設
が
壊

れ
て
ご
み
処
理
が
で
き
な
く
な
る
ほ

か
、
修
理
に
多
額
の
費
用
を
要
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ
先
＝
清
掃
衛
生
課
（
☎
６８
・

１
２
８
８
）

粗
大
ご
み
処
理
券

取
扱
店
の
変
更

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
京
田
辺
花
住
坂

店
で
の
粗
大
ご
み
処
理
券
の
取
り
扱

い
が
取
り
や
め
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ
先
＝
清
掃
衛
生
課
（
☎
６８
・

１
２
８
８
）

▼
口
座
振
替
・
自
動
払
込
の
人
は
、

３
月
３１
日
㈰
ま
で
に
登
録
口
座
の
預

貯
金
残
高
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
バ
ー
コ
ー
ド
付
き
の
納
付
書

は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納

付
で
き
ま
す
。

▼
納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
な
か
っ
た

と
き
は
、
督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。

督
促
状
を
発
送
し
た
場
合
は
、
督
促

手
数
料
２
０
０
円
を
加
算
し
ま
す
。

▼
滞
納
し
た
場
合
、
延
滞
金
を
徴
収

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
滞

納
分
の
税
の
徴
収
は
京
都
地
方
税
機

構
が
行
い
ま
す
。

市
税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

市
税
（
市
・
府
民
税
、
固
定
資
産
・

都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
）

の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
皆

さ
ん
が
納
め
る
市
税
は
、
福
祉
・
教

育
な
ど
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
使

わ
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。

納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
な
い
と
き

は
、
督
促
状
や
催
告
書
な
ど
で
自
主

的
な
納
付
を
促
し
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
差
し
押

さ
え
な
ど
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
納
め
忘
れ
が
あ
る
人
は
、
早
め

の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
税
務
課
（
☎
６４
・

１
３
１
８
）

廃
車
・
名
義
変
更
は
申
告
を

平
成
３１
年
度
の
軽
自
動
車
税
は
、
４

月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
売
却
・
廃
棄
な
ど
に
よ
り
軽

自
動
車
な
ど
を
現
在
所
有
し
て
い
な

い
人
は
、
廃
車
の
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
車
両
を
譲
渡
し
た
場

合
は
名
義
変
更
が
必
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
・
印
鑑

代
理
人
が
申
告
す
る
場
合
は
、
委
任

状
が
必
要
で
す
。

し
め
き
り
＝
４
月
１
日
㈪

申
告
・
問
合
せ
先
＝
▼
排
気
量

１
２
５
cc
以
下
の
バ
イ
ク
・
農
耕
機
・

小
型
特
殊
自
動
車
…
税
務
課
（
☎

６４
・
１
３
１
８
）
▼
排
気
量
１
２
６

cc
以
上
の
バ
イ
ク
…
京
都
運
輸
支
局

（
☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
６
１
）

▼
軽
自
動
車
…
軽
自
動
車
検

査
協
会
京
都
事
務
所
（
☎

０
５
０
・
３
８
１
６
・
１
８
４
４
）

国
民
年
金

■
産
前
産
後
期
間
の
保
険
料
免
除

４
月
か
ら
、
妊
娠
８５
日
以
上
で
出
産

（
死
産
・
流
産
・
早
産
を
含
む
）
し

た
場
合
、
産
前
産
後
期
間
の
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

免
除
期
間
中
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
納
付
し
た
も
の
と
し
て
年
金
受

給
額
に
反
映
さ
れ
る
た
め
、
追
納
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
付
加

保
険
料
は
納
付
で
き
ま
す
。

対
象
＝
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

で
、
出
産
日
が
平
成
３１
年
２
月
１
日

以
降
の
人

免
除
期
間
＝
出
産
予
定
日
ま
た
は
出

産
日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
カ

月
間

多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日

ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３
カ

月
前
か
ら
６
カ
月
間
。

い
ず
れ
も
３
月
３１
日
以
前
を
除
き
ま
す
。

申
請
方
法
＝
出
産
予
定
日
の
６
カ
月

前
か
ら
申
請
で
き
ま
す
が
、
受
け
付

け
は
４
月
１
日
以
降
で
す

母
子
健
康
手
帳
な
ど
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

■
未
加
入
の
人
は
届
け
出
を

日
本
国
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
２０
歳

以
上
６０
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
加
入
が
ま
だ
の

人
は
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

被
保
険
者
は
職
業
な
ど
に
よ
り
３
種

類
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
手
続
き

が
異
な
り
ま
す
。

【
第
１
号
被
保
険
者
】

対
象
＝
自
営
業
者
・
学
生
・
フ
リ
ー

タ
ー
・
無
職
の
人
な
ど

手
続
方
法
＝
住
民
登
録
し
て
い
る
市

区
町
村
の
窓
口
で
、
本
人
が
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い

手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
年
金
手

帳
・
印
鑑
・
本
人
確
認
書
類
（
運
転

免
許
証
な
ど
）

【
第
２
号
被
保
険
者
】

対
象
＝
会
社
員
・
公
務
員
な
ど

手
続
方
法
＝
勤
務
先
が
行
い
ま
す

【
第
３
号
被
保
険
者
】

対
象
＝
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者

健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
れ
な
い

人
は
、
第
１
号
被
保
険
者
で
す
。

手
続
方
法
＝
第
２
号
被
保
険
者
の
勤

務
先
が
行
い
ま
す

【
申
請
・
問
合
せ
先
】

▼
京
都
南
年
金
事
務
所
（
☎

０
７
５
・
６
４
３
・
２
５
４
７
）
▼
市

民
年
金
課
（
☎
６４
・
１
３
３
３
）

３
０
１
０
運
動
で

食
品
ロ
ス
を
減
ら
そ
う
！

３
０
１
０
運
動
は
、
宴
会
な
ど
で
次

の
点
を
心
掛
け
る
こ
と
で
、
食
べ
残

し
を
減
ら
す
運
動
で
す
。

▼
「
乾
杯
後
３０
分
間
」
は
席
を
立
た

ず
に
料
理
を
楽
し
む
。

▼「
お
開
き
１０
分
前
」に
は
席
に
戻
っ

て
料
理
を
楽
し
む
。

本
来
食
べ
ら
れ
る
の
に
賞
味
期
限
切

れ
や
食
べ
残
し
な
ど
で
捨
て
ら
れ
る

食
品
を
「
食
品
ロ
ス
」
と
い
い
ま

す
。
日
本
で
の
食
品
ロ
ス
は
年
間
約

６
４
６
万
ト
ン
に
も
な
り
、
一
人
あ

た
り
毎
日
茶
碗
一
杯
分
の
食
糧
を
無

駄
に
し
て
い
ま
す
。

送
別
会
や
歓
迎
会
な
ど
が
増
え

る
こ
の
時
期
、
一
人
ひ
と
り
が

「
３
０
１
０
」
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
＝
清
掃
衛
生
課
（
☎
６８
・

１
２
８
８
）

林
野
火
災
を
防
ご
う

空
気
が
乾
燥
し
、
強
風
の
吹
く
日
が

多
い
春
先
に
は
、
林
野
火
災
が
多
く

発
生
し
ま
す
。
原
因
の
多
く
は
、
た

ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
や
た
き
火
で
す
。

た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
持
ち
帰
り
、
強

風
時
の
た
き
火
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

生
命
や
森
林
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
＝
消
防
本
部
予
防
課
（
☎

６３
・
７
８
２
６
）

お
知
ら
せ

Information

市
は
、
市
職
員
の
給
料
な
ど
の
実

態
を
公
表
し
ま
す
。

内
容
は
、
職
員
の
任
免
、
職
員
数
、

給
料
、
勤
務
時
間
・
条
件
、
分
限
・

懲
戒
処
分
、
服
務
、
研
修
、
勤
務
成

績
の
評
定
な
ど
の
状
況
で
す
。

本
紙
で
は
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
職
員
課
（
☎
６４
・

１
３
２
４
）

市
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
の
指
針
と
な
る
「
第
４

次
京
田
辺
市
総
合
計
画
」
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年

５
月
に
総
合
計
画
審
議
会
を
設

置
し
、市
民
・
中
学
生
ア
ン
ケ
ー

ト
や
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
行
っ
て
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
こ
の
た
び
基
本
構
想

案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

概
要
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意

見
募
集
）
を
行
い
ま
す
。

対
象
＝
▼
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
人
▼
市
内
に
事

業
所
・
事
務
所
を
有
す
る
人

資
料
閲
覧
場
所
＝
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
企
画
調
整
室
、
中
央

図
書
館
、
中
央
公
民
館
、
北
部
・

中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
、
三
山
木

福
祉
会
館
、社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

意
見
提
出
方
法
＝
資
料
閲
覧

場
所
に
あ
る
募
集
用
紙
を
、
持

参
・
郵
送
・
電
子
メ
ー
ル
で
送

信
し
て
く
だ
さ
い

提
出
期
限
＝
４
月
１
日
㈪

（
必
着
）

意
見
の
取
り
扱
い
＝
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
考
慮
し
、
最
終

案
を
作
成
し
ま
す
。
ま
た
、
意

見
の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
市

の
考
え
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
ま
す

提
出
・
問
合
せ
先
＝
企
画
調

整
室
（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３

〈
住
所
不
要
〉、
☎
６４
・

１
３
１
０
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

スkikaku@
city.kyotanabe.

lg.jp

）

総合計画とは、将来のまちの姿を描き、
その実現に向かって市民の皆さんと一緒に
まちづくりを進めるための羅針盤となるも
ので、本市では「基本構想」と「まちづく
りプラン」の２層で構成します（＝下図）。
今回は、「基本構想」についての意見を募
集します。

市民・中学生アンケートの結果な
どから、皆さんの関心が最も高い「安
全・安心」をはじめ、目指す都市像「緑
豊かで健康な文化田園都市」の実現
に向け、「緑」「健康」「文化・教育」「田
園都市」を５つの柱としました。

市は、昭和 59年に策定した「田辺町総合計画」で、都市像を「緑
豊かで健康な文化田園都市」と定めました。以来 30年以上、一貫
してこの都市像を目指したまちづくりに取り組んできました。第 4
次総合計画でも、引き続きこの都市像を目標に、美しく品格のある
まちづくりを進めます。

第 4次総合計画の策定にあたって行った人口推計の結果、本市
では、利便性の高さや子育て支援の充実などにより子育て世代を中
心に転入が続き、今後 10年程度は人口が増加し、平成 42年（2030
年）に約 78,000 人になると推計されています。

◎自然と農地の保全
を図りながら、北・中・
南部の３つの拠点によ
る利便性の高いコンパ
クトな都市を形成。自
然環境、人々の暮らし、
都市機能の調和を目指
します。
◎新名神高速道路の
全線開通や北陸新幹線
の新駅設置を見据え、
「人」と「もの」の大
きな流れを呼び込み、
広域的な結節点として
の発展を目指します。

・

さらなる行政サービスの充実を進
めるとともに、少子高齢化や将来的
な人口減少を見据え、次の基本姿勢
に基づきまちづくりを推進します。

・


